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このたびは、パラメータ設定ソフトＰＡＳＳをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

  本ソフトを正しく安全に、かつトラブルを未然に防ぐため、ご使用前に本取扱説明書を充分にお 

読みの上、正しくお使いくださるようお願い申し上げます。 

 

お断わり 

 

１．本書の全部、または一部を無断で複写、または転載することを禁じます。 

２．本書の記載内容は、お断わりなく変更する場合もありますので、ご了承下さい。 

３．本書の内容については、万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどあり 

ましたら、最寄りの当社支店・営業所までお申し出て下さい。 

４．運用した結果につきましては、責任を負いかねる場合がございますので、ご了承下さい。 
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注 意 : 各機種とも通信インターフェイス（RS232C、RS422A、RS485、イーサネット、ＵＳＢ） 

     が必要です。 

1.概 要 
 

ＰＡＳＳは、ほかのＷｉｎｄｏｗｓアプリケーションと同様、パソコンのハードディスクへのインストール作業が

必要です。ＣＤから直接起動することはできません。 

 

 注 意 ＰＡＳＳをバージョンアップされる場合は、２－２にしたがって、インストール

の前に旧バージョンのＰＡＳＳをアンインストールしてください。 

 

[動作環境] 
 

＜ハードウェア＞ 

CPU ご使用のOSの推奨以上 

メモリー ご使用のOSの推奨以上 

ディスクドライブ 
CD-ROMドライブ    ：１ドライブ以上(インストール時に必要) 

ハードディスクドライブ：空き容量が100MB以上のものが１ドライブ以上 

通信ポート 

●MODBUS機器との接続 

Windowsがサポートしている通信ポートCOM1～COM9いずれか１ポート 

●イーサネット機器との接続 

LANポート（10base-T / 100base-TX）が装備してあること 

●USB機器との接続 

USBが装備してあること 

 

＜ソフトウェア＞ 

・ＯＳ   Windows XP / Windows Vista / Windows 7 

※ Internet Explorer4.0以降が必要です。 

 

 [対応機器] 

次の機器とパソコンを通信インターフェイスで接続し、パソコン上でパラメータ設定を行います。 

 

・グラフィックレコーダ ＢＲシリーズ、ＫＲ２０００、３０００シリーズ 

・１８０ｍｍハイブリッド記録計 ＡＨ３０００シリーズ 

・１００ｍｍハイブリッド記録計 ＡＬ３０００シリーズ 

・増設形スキャナ ＳＥ３０００シリーズ 

・単相サイリスタレギュレータ ＪＵシリーズ 

・三相サイリスタレギュレータ ＪＷシリーズ 

・ネットワークロガー ＫＥ３０００シリーズ 

・２５０ｍｍハイブリッド記録計 ＬＥ５０００シリーズ 

・デジタル指示調節計 ＬＴシリーズ 、ＤＢ１０００、２０００ 

・デジタルプログラム調節計 ＫＰ１０００、２０００、３０００ 
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2.インストールと削除 
 
2-1 インストール方法 
「PASS インストール」をクリックしてください。インストール画面が表示されます。 

下図に示す画面に従って進めてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[次へ]を選べばインストールが開始します 

再起動が必要な場合はメッセージボックス

が表示されますので従ってください。 

クリック 
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2-2 アンインストール（削除）方法 
 

Windowsのタスクバーから「スタート」―「コントロールパネル」をクリックします。 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PASS」を選んで、削除してください。 

クリック 

「プログラムの追加と削除」を選択します。 
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3.ＰＡＳＳの起動 
 

3-1 ＰＡＳＳの起動方法 
 

Windows のタスクバーから「スタート」―「すべてのプログラム」―「CHINO」―「PASS」をクリックする

と「PASS」が起動します。 

 

 

3-2 ＰＡＳＳの終了 
ＰＡＳＳの終了は、機器選択画面の  

①「終了」をクリックする。 

②タイトルバー右端の「×」をクリックする。の２つの方法で行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  いずれの場合も、終了の確認メッセージがでて、｢ＯＫ｣をクリックすると、PASSが終了します。 
 

 

 

 

 

 

 

② 

① 
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4.操作 
 

4-1 起動時の動作 

ＰＡＳＳを起動すると、通信条件選択が表示されます。 

 

4-1-1 通信条件選択 

 通信条件の選択は、次の2つがあります。 

 

 ①機器通信ポートの選択・・・機器の上位通信ポートから設定を行うか、エンジニアリングポートから 

        行うかを選択します。 

 

 注 意 

エンジニアリングポートから設定を行うときは、 

別途専用ケーブル（形式ＲＺ－ＥＣ１）が必要です。 

機器の通信インターフェイスの取扱説明書を参照の上、 

機器側の設定も行ってください。 

 

 

②ＰＣ通信ポートの選択   

●ＭＯＤＢＵＳの場合・・パソコンのＲＳ２３２ＣポートのＣＯＭ番号、上位通信のプロトコル、 

上位通信の種類、通信速度（ビットレート）を選択します。 

 

※ＰＡＳＳは、ＭＯＤＢＵＳプロトコルのＲＴＵモードかＡＳＣＩＩモードで設定を行います。 

 

 注 意 
当社データ集録ソフトＫＩＤＳは、ＲＴＵモード固定です。 

機器の通信インターフェイスの取扱説明書を参照の上、 

機器側の設定も行ってください。 

 

●イーサネットの場合・・・ＩＰアドレス、ポート番号を入力します。 

●Ｕ Ｓ Ｂ の 場 合・・・ＵＳＢ機器アドレスを選択します。 
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4-2 機器選択画面 
 

以上の設定が終了すると、自動的に接続機器を検索します。 

検索は、ＲＳ２３２Ｃやエンジニアリングポートの場合は、局番１のみ行います。 

ＲＳ４２２ＡおよびＲＳ４８５やＵＳＢの場合は、１から９９まで４－１－１で入力した範囲で検索します。 

イーサネットは入力したＩＰアドレスのみ行います。 

検索結果が機器選択画面に表示されますので、その中から設定を行う局番の機器を選択して、 

「ＯＫ」をクリックします。 

設定を行いたい機器が検索されない場合は、①通信ケーブルの確認 ②通信設定（機器側、ＰＣ側）を確認し、

「再設定」をクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューバーの設定(S)で、 

「機器から読み出し」を選ぶと機器から現在の設定値の読み出しが行われ、機種ごとのメニュー画面が表示

されます。設定を行いたい項目のボタンをクリックしてください。(４－３－１以降参照) 

 

「ファイルから読み出し」を選ぶと、機種ごとのメニューの「ＳＡＶＥ」で作成されたファイルから 

機器設定を読み出しが行われ、メニュー画面が表示されます。 

設定を行いたい項目のボタンをクリックしてください。(４－３－１以降参照)   

 ※機器から読み出しを行わないため、初回の起動が速くなります。 

局番を選択します。

1～99に検索した機器 

を表示します。 
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4-3 設定メニュー画面 
 

4-3-1 ＡＬ３０００／ＡＨ３０００の場合 

 

    各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

ＣＨｐａｒａ1 

ＣＨパラメータの設定1 

  ①入力種類 ②レンジ・スケール ③ＲＪあり・なし 

  ④警報     ⑤バーンアウト 

ＣＨｐａｒａ2 
ＣＨパラメータの設定2 

①タグ ②単位 ③色 

記録 

記録パラメータの設定 

  ①紙送り速度・データインターバル ②差記録 

  ③記録フォーマット（自動レンジ切換、部分圧縮拡大、並列目盛） 

実行 

印字・操作 

①ＦＥＥＤ操作 ②リスト印字操作 ③タイトル印字操作 

  ④データプリント操作  ⑤タイトル文字設定 

  ⑥メッセージ印字操作  ⑦メッセージ文字設定 

  ※⑥、⑦は、ペン式のみです。 

演算 

演算パラメータの設定 

  ①データ通信入力 ②算術演算各種 ③温湿度演算 

  ※設定できる演算は機器の仕様によります。 

その他 

その他の設定 

  ①温度単位(℃，ﾟＦ→輸出用) ②高速打点（打点式） ③警報不感帯  

  ④機器時計      ⑤上位通信仕様 ⑥時間軸同期 

  ⑦警報リレー設定  ⑧外部駆動機能 ⑨入力フィルタ ⑩リニアライズ 

  ※設定できる演算は機器の仕様によります。 

 ⑤は、エンジニアリングポートからの設定のみ行えます。 

 ⑥～⑨は、ペン式のみです。 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 
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4-3-2 ＢＲ シリーズの場合 

 

    各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

表示 

画面パラメータの設定 

①画面選択 ②グループ設定 ③リアルトレンド画面設定   

④バーグラフ画面設定    ⑤データ画面設定  

ＣＨｃｏｎｆ１ 

ＣＨパラメータ１の設定 

  ①入力種類 ②レンジ・スケール ③ＲＪあり・なし ④バーンアウト 

ＣＨｃｏｎｆ２ 
ＣＨパラメータ２の設定 

  ①タグ ②単位 ③表示色 ④表示スケール 

警報 
警報パラメータの設定 

  ①種類 ②設定値 ③出力リレー 等 

演算 

演算パラメータの設定 

  ①データ通信入力 ②算術演算各種 ③温湿度演算 等 

  ※設定できる演算は機器の仕様によります。 

ファイル 

ファイル設定 

  最大５つのファイルを設定します。 

  ①ファイル種類 ②ファイル名 ③ファイル容量 ④保存ＣＨ 

  ⑤トリガ条件  ⑥日報設定 

メッセージ 
メッセージの設定・操作 

  ①文字設定 ②印字操作 

その他 

その他の設定 

 ①ガイド言語 ②温度単位( ℃，ﾟＦ→輸出用) ③時計設定 ④時計表示形式  

 ⑤スクリーンセーバー ⑥表示輝度 ⑦操作ロック ⑧外部駆動 

 ⑨ステータス出力   ⑩上位通信 ⑪下位通信  ⑫下位通信接続機器 

  ※設定できる項目は機器の仕様によります。 

  ※⑩は、エンジニアリングポートからの設定のみ行えます。 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 
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4-3-3 ＳＥ３０００の場合 

 

 

    各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

ＣＨｐａｒａ 

ＣＨパラメータの設定 

  ①入力種類 ②レンジ・スケール ③ＲＪあり・なし ④警報  ⑤バーンアウト 

差演算 差演算パラメータの設定 

演算 
演算パラメータの設定 

  ①算術演算各種 ②温湿度演算  

その他 

その他の設定 

  ①温度単位(℃，ﾟＦ→輸出用) ②警報不感帯  ③上位通信仕様 

  ※設定できる演算は機器の仕様によります。 

  ※③は、エンジニアリングポートからの設定のみ行えます。 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 
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4-3-4 ＬＴ シリーズの場合 

 

 

    各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

運転 

運転パラメータの設定 

 ①ＳＶ選択 ②ＳＶ，ＰＩＤ、イベント設定 ③RUN/READY操作 

 ④AUTO/MANUAL操作   ⑤オートチューニングﾞ開始 

 ⑥目標値フィルタ設定  ⑦キーロック 

入力 

入力パラメータの設定 

①入力種類  ②温度単位  ③レンジ・スケール ④ＰＶ,ＳＶ小数点  

⑤センサ補正 ⑥デジタルフィルタ ⑦偏差不感帯 ⑧バーンアウト 

制御 

制御パラメータの設定 

①ＳＶ、ＰＩＤ、不感帯 ②勾配設定、勾配単位、ＰＶスタート ③ＳＶリミッタ

④ＡＲＷ（アンチ リセット ワインドアップ），出力プリセット  

イベント 
イベントパラメータの設定 

  ①モード、不感帯、位相、ディレイ ②イベント設定値、待機 ③Ready時動作 

出力 

出力パラメータの設定 

  ①出力リミッタ、変化量リミッタ ②ＦＢ設定  ③停電時動作 ④制御正/逆  

⑤ＰＶエラー出力、プリセット(Ready時出力) 、パルス周期 

Ｏｐｔｉｏｎ 
オプションパラメータの設定 

  ①外部駆動機能 ②伝送出力  ③リモート入力 

その他 

その他のパラメータの設定 

① 加熱/冷却、整合器 ②冷却不感帯、比例帯係数、パルス周期  

③ 整合器パラメータ 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 

    ※   部はLT200/300/800では設定できません。 

    ※各項目とも機器の仕様によっては設定できない項目があります。 
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4-3-5 ＪＵの場合 

 

 

 

    各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

設定 

パラメータの設定 

①AUTO / MANUAL ②設定値    ③位相/分周 

④電流制限機能  ⑤断線警報機能 ⑥キーロック ⑦運転 / 停止 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への送信は、各画面の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 
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4-3-6 ＪＷの場合 

 

 

 

    各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

設定 

パラメータの設定 

①運転・制御・出力方式・警報・フィードバック 

②勾配・エレベーション・ソフトスタート時間・ＳＶ上限・下限値 

③断線警報・電流制御・不平衡警報 

④パルス周波数・電流・電圧・電力・キーロック 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への送信は、各画面の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 
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4-3-7 ＫＥ３０００の場合 

 
 

   各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

ＣＨｐａｒａ 

ＣＨパラメータの設定 

①入力種類   ②レンジ・スケール ③ＲＪあり・なし ④警報  

⑤バーンアウト ⑥センサ補正    ⑦デジタルフィルタ 

出力 
リレー出力の設定 

①警報ビットマスク ②ON/OFFディレイ時間 ③位相 

パルス ＣＨごとにパルス積算リセットをおこないます。 

その他 

その他の設定（通信の設定） 

  ①USB通信仕様 ②エンジポート通信仕様 ③上位通信仕様 

  ※①はエンジポートと上位通信から設定可能。 

  ※②はUSBと上位通信から設定可能。 

※③はUSBとエンジポートから設定可能。 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 
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4-3-8 ＬＥ５０００の場合 

 

 

   各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

ＣＨｐａｒａ1 

ＣＨパラメータ1の設定 

①入力種類   ②レンジ・スケール ③ＲＪあり・なし ④警報  

⑤バーンアウト ⑥センサ補正    ⑦デジタルフィルタ 

ＣＨｐａｒａ2 
ＣＨパラメータ2の設定 

 ①タグ ②単位  

打点 
打点パラメータの設定 

 ①入力ＣＨ ②文字色 ③記録ＯＮ・ＯＦＦ 

記録 

記録パラメータの設定 

 ①紙送り速度 ②データインターバル 

 ③記録フォーマット（自動レンジ切換、部分圧縮拡大、並列目盛） 

実行 

印字・操作 

①ＦＥＥＤ操作 ②リスト印字操作 ③データプリント操作 

④メッセージ印字操作       ⑤メッセージ文字設定 

演算 

演算パラメータの設定 

 ①データ通信入力 ②算術演算各種 ③温湿度演算 ④差演算 など 

 ※設定できる演算は機器の仕様によります。 

その他 

その他の設定 

 ①表示仕様 ②機器時計 ③下位通信仕様・下位接続機器 ④外部駆動機能  

 ※設定できる項目は機器の仕様によります。 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 
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4-3-9 ＫＲ２０００・３０００の場合 

 

 

   各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

ＣＨｐａｒａ1 

ＣＨパラメータの設定1 

 ①入力種類 ②レンジ・スケール ③ＲＪあり・なし  

 ④警報 ⑤バーンアウト 

ＣＨｐａｒａ2 
ＣＨパラメータの設定2 

 ①タグ ②単位 ③表示色 ④表示スケール 

演算 演算パラメータの設定 

表示 

画面パラメータの設定 

 ①グループ設定 ②トレンド画面設定  ③バーグラフ画面設定 

 ④ゾーン使用   ⑤数値表示更新周期  ⑥スクリーンセーバー 

 ⑦背景色       ⑧時刻表示形式 

ファイル 

ファイル設定 

 ①集録周期  ②トリガ条件   ③ファイル形式 

 ④フォルダ  ⑤スケジュール  ⑥ファイルサイズ 

メッセージ メッセージの設定 

Ｅ－ｍａｉｌ 
メールの設定 

 ①転送アドレス ②転送条件 ③送信ＣＨ ④アカウント ⑤ポート番号 

その他 

その他の設定 

 ①ガイド言語 ②グループ数  ③小数点    ④キーロック 

 ⑤機器名称  ⑥時計設定   ⑦イーサネット ⑧積算リセット 

 ⑨上位通信  ⑩下位接続機器 ⑪FTP      ⑫SNTP 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 

※各項目とも機器の仕様によっては設定できない項目があります。 
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4-3-10 ＫＰ１０００・２０００・３０００の場合 

 

   各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

運転 

運転パラメータの設定 
①ＳＶ，ＰＩＤ、警報設定 ②出力ﾘﾐｯﾀ、変化量ﾘﾐｯﾀ ③ＡＲＷ ④出力プリセット 
⑤センサ補正・補助出力・ＳＶシフト ⑥運転ステータス   ⑦操作ロック 

パターン 

パターン及びステップの設定。 

①ＳＶ・時間・ステップ繰り返し 

②PID No、警報 No、ARW No、出力 No、センサ補正 No、 

実温度補償 No、待時間 No、タイムシグナル No. 

③終了時出力  ④パターンリンク ⑤パターン繰り返し 

⑥ＳＶリミッタ ⑦時間単位 ※各パターンのグラフ表示、jpg保存ができます。 

制御 

制御パラメータの設定 ※KP3000では表示されません。 

①Ｐ，Ｉ，Ｄ ＳＶ区間  ②センサ補正 ③ＡＲＷ  

④ＡＴ２、３ ⑤ＰＩＤ切替 ⑥ＰＩＤ出力、ギャップ、不感帯 

警報 
警報１～４の設定 ※KP3000では表示されません。 

①モード ②設定値１～８ ③不感帯 ④ディレイ  

出力 

出力パラメータの設定 ※KP3000では表示されません。 

①出力ﾘﾐｯﾀ、変化量ﾘﾐｯﾀ  ②ＰＶエラー出力 ③ＦＢ設定 

④制御正/逆 ⑤制御方式 ⑥プリセット 

入力 

入力パラメータの設定 

①入力種類、ＲＪ ②ﾚﾝｼﾞ/ｽｹｰﾙ  ③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀ ④温度単位 ⑤PV小数点 

※KP3000の場合は、ＳＶの設定。スケールのみ設定できます。 

伝送 
伝送、ＤＩ・ＤＯの設定 

①アナログ伝送、デジタル伝送 ②ＤＩ・ＤＯ設定 

８種 

8種パラメータの設定 

①Ｐ，Ｉ，Ｄ、警報１～４ ②ＡＲＷ ③出力ﾘﾐｯﾀ、変化量ﾘﾐｯﾀ  

④出力プリセット ⑤センサ補正     ⑥タイムシグナル 

⑦実温度補償     ⑧ウェイトタイム ⑨補助出力 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 

※各項目とも機器の仕様によっては設定できない項目があります。 
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4-3-11 ＤＢ１０００・２０００の場合 

 

   各ボタンとその設定項目は、以下のとおり。 

ボタン 設定項目 

運転 

運転パラメータの設定 

①ＳＶ，ＰＩＤ、警報設定  

②運転ステータス 

③操作ロック 

ＳＶ 

ＳＶの設定 

①目標ＳＶ・変化率・勾配単位・ＳＶリミッタ 

②リモートスケール、リモートシフト、リモートフィルタ 

③カスケード定数 r,b 

④トラッキング 

制御 

制御パラメータの設定 

①Ｐ，Ｉ，Ｄ ＳＶ区間 ②センサ補正 ③ＡＲＷ  

④ＡＴ２、３      ⑤ＰＩＤ切替 、ループ判定時間 

警報 
警報１～４の設定 

①モード ②設定値１～８ ③不感帯 ④ディレイ 

出力 

出力パラメータの設定 

①出力ﾘﾐｯﾀ、変化量ﾘﾐｯﾀ ②ＰＶエラー出力 ③ＦＢ設定 

④制御正/逆 ⑤制御方式 ⑥プリセット 

入力 

入力パラメータの設定 

①入力種類、ＲＪ ②ﾚﾝｼﾞ/ｽｹｰﾙ  

③ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀ   ④温度単位 ⑤PV小数点 

伝送 
伝送、ＤＩ・ＤＯの設定 

①アナログ伝送、デジタル伝送 ②ＤＩ・ＤＯ設定 

８種 

8種パラメータの設定 

①Ｐ，Ｉ，Ｄ、警報１～４ ②ＡＲＷ ③出力ﾘﾐｯﾀ、変化量ﾘﾐｯﾀ  

④出力プリセット ⑤センサ補正   ⑥タイムシグナル 

⑦実温度補償   ⑧ウェイトタイム ⑨補助出力 

ＳＡＶＥ 
ＦＤ、ＨＤへの設定値ファイルの格納 

機器から読み出した設定値をＦＤやＨＤに保存します。 

ＬＯＡＤ 

ＦＤ、ＨＤからの設定値ファイルを読み出し 

ＳＡＶＥで保存した設定値を読出します。 

パソコン上に読み出すだけで、機器に送信は行いません。 

機器への一括送信は、一覧の「送信」で行ってください。 

一覧 

機器の設定値の一覧表示 

①設定値の印刷（プリンタ,印刷方法の選択、プレビュー） 

②ファイル保存（Excel,TXT,CSV形式で保存） 

③一括送信（表示されている設定値を機器に一括送信します） 

選択 
機器選択画面へ戻る 

現在の機器の設定を終了し、違う機器の設定を行うときにクリックします。 

※各項目とも機器の仕様によっては設定できない項目があります。 
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4-4 各画面の操作の基本 

設定は、表形式での設定方法と選択形式での設定方法があります。 

 

4-4-1 表形式の設定画面の操作 

表形式の設定画面の操作は以下の手順で行います。 

①変更したいセル（場所）をクリックします。（キーボードから数値入力可能。） 

②設定用ウィンドウで、設定変更または、リストから選択します。 

③変更するセルの設定が終わったら、送信ボタンを押し、機器に設定値を送信します。  

  例：ＫＥ３０００のＣＨパラメータ設定画面 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注 意 
「送信」操作を行わないと、機器への設定は行われません。 

「送信」操作を行った後で、「EXIT」操作をしても、機器の 元の設定状態には戻

りません。 

 

 注 意 
設定に関しては、以下の注意があります。 

単位は、単なる記号です。単位をﾟ Cからﾟ Fに変更しても温度単位系には影響  

しません。 

設定値の変更を行いたい時は、セルをク
リックし、設定値を入力します。 

設定をＣＨ単位でコピー
するときにクリックします。

設定値を機器に送信します。 

数値入力ウインドウが表示され、
マウスで数値入力が可能です。 
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4-4-2 選択形式の設定画面 

    選択形式の設定画面の操作は以下の手順で行います。 

    ①変更したい項目を選択（シングルクリック）します。 

    ②送信ボタンを押し、機器に設定値を送信します。  

 

         例：ＡＬ３０００／ＡＨ３０００の記録フォーマット選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定値を機器に送信します。

画面を閉じます 

変更したい項目を選択します。
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4-5 ファイル格納（SAVE） 
 

          ボタンをクリックすると、下の設定ウィンドゥが表示されますので、設定 

     値の格納場所とファイル名を設定します。「保存」をクリックすると設定値が格納されます。 

 

 

 注 意 ファイル名は、任意につけられますが、拡張子は固定です。 

 

4-6 ファイル読み出し（LOAD） 
 

             ボタンをクリックすると、下の設定ウィンドゥが表示されますので、設定値の格納場所とファ

イル名を指定します。「開く」をクリックすると、設定値が読み出されます。 

 

 
 

 

 注 意 
必ずＳＡＶＥで格納したファイルを選択してください。 

ＳＡＶＥで格納したファイル以外のファイルを選択したり、ＳＡＶＥで格納したファイ

ルの中を変更すると、ＰＡＳＳは終了することがあります。 
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4-7 データ一覧 
 

ボタンをクリックすると、下の画面が表示されます。 

 

 

 

各ボタンの意味は以下の通りです。 

 
画面を閉じます。 

 
印刷設定を行います。 

 
印刷プレビューが表示されます。 

 
印刷します。 

 

設定内容をExcel、テキスト、ＣＳＶ形式で保存します。 

（各メニューバーの「ＬＯＡＤ」でこのファイルを読み込むことは出来ません。） 

 
設定内容を一括送信します。※機種により表示しない場合もあります。 

 
ヘルプを表示します。 
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5.ご注意 
 

5-1 異常終了時の処理 

  パソコンのメモリー環境、同時に起動しているアプリケーション、ＯＳの異常、操作を実行できない状態

の発生等により、突然に終了した場合は、再度起動して下さい。 

   

5-2 バージョンアップするときのご注意 

  ＰＡＳＳは、適用機種の追加や不具合修正のために、バージョンアップを行うことがあります。 

  ＰＡＳＳをバージョンアップするには、 

①現在のバージョンをアンインストールする。（2-2 参照） 

②新しいバージョンをインストールする。の2つの手順が必要です。 

 

 

 注 意 
アンインストールは、「2-2」に説明するＷｉｎｄｏｗｓの 

『アプリケーションの追加と削除』で行ってください。 

単純なファイルの削除（『ごみ箱』に移動）では、アンインストールできません。
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東日本販売事業部 
東 京 支 店 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８

  TEL(03)3956-2205(代) FAX(03)3956-2477 
東 京 営 業 所 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８

  TEL(03)3956-2401(代) FAX(03)3956-2477 
立 川 営 業 所 〒190-0023 立川市柴崎町 3-11-4（千代田生命立川ビル）

  TEL(042)521-3081(代) FAX(042)521-3082 
千 葉 営 業 所 〒260-0016 千葉市中央区栄町４２－１１（日本企業会館）

  TEL(043)224-8371(代) FAX(043)227-5131 
川 崎 営 業 所 〒210-0024 川崎市川崎区日進町７－１（川崎日進町ビル）

  TEL(044)200-9300(代) FAX(044)200-9301 
厚 木 営 業 所 〒243-0018 厚木市中町 3 - 1 5 - 4 （厚木 N I ビル）

  TEL(046)295-9100(代) FAX(046)295-9105 
北 部 支 店 〒330-0802 さいたま市大宮区宮町 2-81（日本生命大宮アネックス）

  TEL(048)643-4641(代) FAX(048)643-3687 
大 宮 営 業 所 〒330-0802 さいたま市大宮区宮町 2-81（日本生命大宮アネックス）

  TEL(048)643-4641(代) FAX(048)643-3687 
札 幌 営 業 所 〒060-0807 札幌市北区北七条西２－８（札幌北ビル）

  TEL(011)757-9141(代) FAX(011)758-8727 
仙 台 営 業 所 〒980-0811 仙台市青葉区一番町 1-17-24（高裁前ビル）

  TEL(022)227-0581(代) FAX(022)227-0583 
新 潟 営 業 所 〒950-0087 新潟市中央区東大通 1－2－30（住友生命新潟ビル）

  TEL(025)243-2191(代) FAX(025)243-7619 
前 橋 営 業 所 〒371-0024 前橋市表町２－２－６（前橋第一生命ビル）

  TEL(027)221-6611(代) FAX(027)221-6011 
水 戸 営 業 所 〒310-0011 水戸市三の丸１－４－７３（水戸三井ビル）

  TEL(029)224-9151(代) FAX(029)231-5576 
    
   

海外販売事業部 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８
  TEL(03)3956-2171 FAX(03)3956-0915 

民生機器事業部 〒173-8632 東 京 都 板 橋 区 熊 野 町 ３ ２ － ８
  TEL(03)3956-2131 FAX(03)3956-8767 

 

 
西日本販売事業部 

大 阪 支 店 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-101（大同生命江坂ビル）
  TEL(06)6385-7031(代) FAX(06)6386-7202 

大 阪 営 業 所 〒564-0063 大阪府吹田市江坂町1-23-101（大同生命江坂ビル）
  TEL(06)6385-7031(代) FAX(06)6386-7202 

大 津 営 業 所 〒520-0043 大津市中央 3 - 1 - 8 ( 大津第一生命ビル)
  TEL(077)526-2781(代) FAX(077)526-4549 
岡 山 営 業 所 〒700-0984 岡山市桑田町１８－２８(明治安田生命岡山桑田町ﾋﾞﾙ)

  TEL(086)223-2651(代) FAX(086)223-1525 
高 松 営 業 所 〒760-0023 高松市寿町２－２－１０（ＪＰＲ高松ビル）

  TEL(087)822-5531(代) FAX(087)822-0016 
広 島 営 業 所 〒732-0827 広島市南区稲荷町４－１（住友生命広島ビル）

  TEL(082)261-4231(代) FAX(082)264-2377 
福 岡 営 業 所 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前 1-15-20(アクサ福岡ビル)

  TEL(092)481-1951(代) FAX(092)481-1954 
北九州営業所 〒802-0081 北九州市小倉北区紺屋町 13-1（毎日西部会館ビル）

  TEL(093)531-2081(代) FAX(093)521-2984 
名 古 屋 支 店 〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1(名古屋国際ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ)

  TEL(052)581-7595(代) FAX(052)561-2683 
名古屋営業所 〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1(名古屋国際ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ)

  TEL(052)581-7595(代) FAX(052)561-2683 
静 岡 営 業 所 〒420-0853 静岡市葵区追手町２－１２（静岡安藤ビル）

  TEL(054)255-6136(代) FAX(054)255-6137 
富 山 営 業 所 〒930-0004 富山市桜橋通り２－２５（第一生命ビル）

  TEL(076)441-2096(代) FAX(076)441-2098 
   
    
    
    

機 器 事 業 部 〒375-8505 群 馬 県 藤 岡 市 森 １
  TEL(0274)42-2111(代) FAX(0274)42-2115 

装置計装事業部 〒346-0028 埼玉県久喜市河原井町18(久喜菖蒲工業団地4-2 号)
  TEL(0480)23-2511(代) FAX(0480)23-2514 

センサ事業部 〒346-0028 埼玉県久喜市河原井町18(久喜菖蒲工業団地4-2 号)
  TEL(0480)23-2511(代) FAX(0480)23-2514 

   

 

 

 

 
 
        Printed in Japan 

 製品に関するお問い合わせは 

機器事業部 フリーダイヤル     0120 – 078945 
 または最寄りの支店・営業所、代理店までご連絡下さい。 

 ※お問い合わせ時は形式コードと製造番号をお手元にご用意下さい。 
             【受付時間】9：00～17：00 月曜日～金曜日（祝日を除く）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


